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平
成
30
年
３
月
13
日
、
青
函

ト
ン
ネ
ル
は
昭
和
63
年
（
１
９

８
８
年
）
の
開
業
か
ら
30
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
青
函
ト
ン
ネ

ル
は
戦
前
に
構
想
を
計
画
。
昭

和
29
年
（
１
９
５
４
年
）
の
洞

爺
丸
事
故
に
よ
っ
て
構
想
の
早

期
実
現
が
叫
ば
れ
、
昭
和
39
年

（
１
９
６
４
年
）
に
北
海
道
側

吉
岡
調
査
斜
坑
の
着
工
が
始
ま

り
ま
し
た
。
幾
多
の
試
練
と
挫

折
を
繰
り
返
し
な
が
ら
昭
和
60

年
（
１
９
８
５
年
）
３
月
に
本

坑
全
貫
通
し
、
昭
和
63
年
（
１

９
８
８
年
）
３
月
13
日
、「
青
函

ト
ン
ネ
ル
」
が
開
業
し
ま
し
た
。

　

本
州
と
北
海
道
を
初
め
て
陸

路
で
結
ん
だ
「
夢
の
架
け
橋
」

は
人
や
物
流
の
流
れ
を
支
え
る

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

津
軽
今
別
駅
に
到
着

す
る
１
番
列
車
・
快
速

海
峡
４
号
が
同
駅
ホ
ー

ム
に
す
べ
り
込
む
の
が

13
日
午
前
10
時
28
分
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
花
火
、

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
歓
迎

し
、
鳩
、
風
船
が
空
に
舞

い
、
花
束
贈
呈
と
続
く
。

　

一
方
、
ミ
ス
・
準
ミ

ス
ゆ
か
た
娘
一
行
は
、

同
１
番
列
車
に
函
館
か

ら
乗
り
込
み
、
今
別
町

の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
う
。

　

記
念
パ
レ
ー
ド
は
13

日
午
前
11
時
15
分
に
今

別
漁
港
を
出
発
す
る
。

仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の

申
し
込
み
は
、
①
常
盤

村
老
人
ク
ラ
ブ
（
南
郡

常
盤
村
）
②
健
寿
会

（
弘
前
市
）
③
弘
前
女

子
厚
生
学
院
（
同
）
の

町
内
外
組
を
は
じ
め
、

町
内
５
団
体
、
合
わ
せ

て
８
団
体
か
ら
の
申
し

込
み
が
あ
る
。
開
発
セ

ン
タ
ー
ま
で
の
約
１
，

５
キ
ロ
を
パ
レ
ー
ド
す

る
訳
だ
が
、
当
日
の
天

気
が
心
配
さ
れ
る
と
こ

ろ
。
町
民
一
丸
と
な
っ

て
請
願
駅
を
実
現
さ
せ

た
よ
う
に
、
町
民
多
数

の
参
加
と
沿
道
で
の
拍

手
を
お
願
い
し
た
い
。

　

海
峡
を
越
え
た
ス

ポ
ー
ツ
交
流
と
し
て
第

１
回
東
北
・
北
海
道

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
会

が
13
日
午
後
３
時
半
か

ら
14
日
ま
で
町
立
今
別

体
育
館
で
開
か
れ
る
。

　

参
加
チ
ー
ム
は
、
①

北
海
道
高
校
選
抜
②
苫

小
牧
市
高
校
選
抜
（
気

仙
沼
高
校
）
④
青
森
県

高
校
選
抜
（
黒
石
、
田

名
部
高
校
）
⑤
合
川
高

校
（
秋
田
県
）
⑥
今
別

高
校
の
男
女
合
わ
せ
て

12
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展

開
す
る
。
東
北
と
北
海

道
と
い
う
２
ブ
ロ
ッ
ク

が
競
技
す
る
の
は
、
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
部
門
で
は
初

の
試
み
で
、
関
係
者
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
40年余りの歳月とトンネルマンの熱い　　情熱、技術が生み出した世紀の大事業！！

《青函トンネル　開業30周年》

▲貫通万歳

▲昭和33年、津軽線全線開通で仮装行列が

繰り広げられた。そして、30年後の今、イ

ベントの一つに仮装行列が組み込まれた。

海
峡
４
号
を

�

新
駅
で
歓
迎

パ
レ
ー
ド
に

あ
な
た
も
参
加
を

海
峡
を
超
え

ス
ポ
ー
ツ
交
流

（
広
報
い
ま
べ
つ
昭
和
63
年
3
月
3
日
号
）
で
当
時
を
振
り
返
る
…

成
功
さ
せ
よ
う
開
業
イ
ベ
ン
ト
　
町
活
性
化
へ
の
第
一
歩
に
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山
内
修
一
さ
ん
（
今
別
）
は
22
歳
の
時
に
当
時
の

日
本
鉄
道
建
設
公
団
の
臨
時
職
員
と
し
て
13
年
間
先

進
導
坑
掘
削
用
機
械
補
修
要
員
と
し
て
従
事
し
て
い

ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
な
ど
を
掘
る
際
、
岩
盤
が
崩
れ

な
い
よ
う
に
支
え
る
仮
設
構
造
物
が
ゆ
が
む
。
そ
ん

な
こ
と
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
が
水

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
本
坑
に
入
る
た
め
に
掘
ら
れ

た
斜
坑
の
途
中
ま
で
水
が
達
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
壁
に
「
開
通
発
破
」
を
仕
掛
け
、
発
火
ス

イ
ッ
チ
は
東
京
に
い
た
当
時
の
中
曽
根
康
弘
首
相
が

押
し
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
が
開
い
て
、
総
員
で
万
歳

三
唱
し
た
こ
と
が
一
番
の
思
い
出
だ
そ
う
で
す
。

【
13
日
】

　

７
：
23　

函
館
発
の
ト
ン
ネ
ル
１
番
列
車
・
特
急
は
つ
か
り
10
号
が
発
車
。

　

７
：
31　

青
森
発
の
ト
ン
ネ
ル
１
番
列
車
・
海
峡
1
号
が
発
車
。

　

８
：
21　

海
峡
１
号
が
浜
名
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
へ
。

　

８
：
25　

報
道
関
係
者
ら
20
人
が
浜
名
入
口
の
線
路
に
入
る
。（
１
番
列
車
撮
影
）

　

10
：
27　

津
軽
今
別
駅
に
初
停
車
す
る
海
峡
４
号
が
ミ
ス
今
別
、
準
ミ
ス
ら
を
乗
せ
て
、
住
民

ら
５
０
０
人
が
見
守
る
中
、
ゆ
っ
く
り
と
ホ
ー
ム
に
滑
り
込
む
。
花
火
、
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
と
と
も
に
鳩
や
風
船
が
晴
れ
渡
っ
た
大
空
へ
舞
い
上
が
っ
た
。

　

10
：
28　

大
阪
か
ら
ツ
ア
ー
で
来
た
一
行
が
初
め
て
新
駅
へ
降
り
る
。（
龍
飛
へ
向
か
っ
た
）

　

10
：
32　

歓
迎
フ
ィ
ー
バ
ー
で
３
分
遅
れ
で
出
発
。

　

11
：
20　

今
別
漁
港
か
ら
開
発
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
約
１
・
５
キ
ロ
を
練
り
歩
く
仮
装
行
列
パ

レ
ー
ド
が
出
発
。
沿
道
で
は
住
民
が
膨
れ
上
が
り
、
ヤ
ン
ヤ
の
拍
手
が
鳴
り
響
く
。

町
内
外
か
ら
の
仮
装
参
加
７
団
体
１
４
０
人
の
出
し
物
が
圧
巻
。

　

12
：
00　

仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
発
セ
ン
タ
ー
で
始
ま
る
。

　

16
：
00　

町
立
今
別
体
育
館
で
第
１
回
東
北
・
北
海
道
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
会
が
行
わ
れ
る
。

気
仙
沼
高
校
（
宮
城
県
）
を
は
じ
め
北
海
道
選
抜
チ
ー
ム
男
女
12
チ
ー
ム
が
熱
戦
を

展
開
。　

　
40年余りの歳月とトンネルマンの熱い　　情熱、技術が生み出した世紀の大事業！！

《青函トンネル　開業30周年》

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
業
30
周
年

記

念

パ

ネ

ル

展

開

催

中

本
州
と
北
海
道
を
結
ぶ
歴
史
的
第
一
歩
！

開催場所：奧津軽いまべつ駅　２階連絡通路スペース

開催期間：平成30年６月５日（火）～平成31年１月末

内　　容：（１）歴　史

　　　　　　・�青函連絡船から青函トンネル着工経緯、完成から現在ま

で、当時にまつわる品々の展示や映像などで紹介します。

　　　　　（２）列　車

　　　　　　・�「海峡」「スーパー白鳥」「北斗星」など過去に運転し

ていた列車の紹介

　　　　　（３）フォト

　　　　　　・青函トンネルをイメージしたフォトスポットを設置

料　　金：無　料

▲

海
峡
４
号
か
ら
降
り
る
旅
行
客
を

　
出
迎
え
る
園
児
ら

（
広
報
い
ま
べ
つ
昭
和
63
年
4
月
号
）
で
当
時
を
振
り
返
る
…

歓
喜
の
声
が
町
内
を
駆
け
抜
け
た
！
〜
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
〜
開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト
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６
月
10
日
、
今
別
町
消
防
団
（
相
内
武
光
団
長
）
定
期
観
閲
式
が
、
海
峡
あ
す
な
ろ
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
部
分
団
の
ポ
ン
プ
車
操
法
や
、
各
分
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
操
法
を
行
い
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
機
敏
で
正
確
な
操
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
分
団
に
よ
る
放
水
訓
練
で
は
水
柱
が
次
々
と
高
く
舞
い
上
が
る
と
、
関
係
者

や
見
学
に
訪
れ
た
町
民
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

観
閲
者
の
中
嶋
町
長
は
、「
相
内
団
長
統
率
の
も
と
に
、
堂
々
た
る
行
進
や
機
敏
さ
を

要
求
さ
れ
る
操
法
技
術
を
見
て
心
強
く
感
じ
た
」
と
講
評
を
述
べ
、
相
内
団
長
は
「
消
防

人
は
、
町
民
の
生
命
財
産
、
安
全
を
守
る
た
め
、
今
後
も
一
致
団
結
し
任
務
に
当
た
っ
て

ほ
し
い
」
と
訓
示
し
、
団
員
の
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

有料広告掲載
しませんか

　広報いまべつでは町民サービスの向上と企業や商店等による事業活動の活性化を支援するため、要綱を
定め、有料広告を募集しています。・縦4.5cm×横17㎝　3,500円／月　・縦4.5cm×横 8㎝　1,800円／月
　広告掲載を希望する１ヵ月前までに広告の原稿を添えて今別町役場企画財政課までお申し込み下さい。
（申込書は企画財政課に備え付けてあります）
【お問合せ先】　今別町役場　企画財政課　電話：０１７４－３５－３０１２

募集

No.201802-001

サーモン養殖スタッフサーモン養殖スタッフ 正社員１名月給　20−25万円
その他、契約社員からの正社員へも可能

筋子のオカムラが、サーモン養殖に特化した日本サーモン
ファーム株式会社を立ち上げ、皆様のご協力のもと、
今別町での海面養殖試験を開始しております。
一緒にこの事業を大きくしていこうという意欲のある方、
ご応募お待ちしています！

日本サーモンファーム（株）
〒030-1502
東津軽郡今別町大字今別字今別71-1
採用担当：養殖部  鈴木
携帯：090-6258-2206
HP：http://japan-salmonfarm.com/
勤務地：今別町大字今別字今別71-1
休日：年間休日日数  87日（シフト制）
勤務時間：8：00～16：30（休憩60分）
勤務時間は現場の実情に合わせ随時変更いたします
資格：35歳まで、普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

＊体力に自信のある方で、今別町、外ヶ浜町
出身の方や、工業高校や技術系学校卒の方、
プログラマーなどPCに強い方、優遇します。
応募：事前連絡の上、左記住所に履歴書を
ご郵送ください。
書類選考後面接日時を連絡いたします。
社会保険完備　　
正社員給与：月給20-25万円　年俸制
勤務開始：随時
仕事内容：海上での給餌や養殖施設整備、
他データ管理解析など
養殖に関する実務未経験者歓迎です！

消防功労者等表彰
◎消防長官表彰

　★永年勤続功労章	 ・菊山　憲雄

◎青森県知事表彰

　★永年勤続功労章	 ・木村　一生

◎日本消防協会長表彰

　★勤続章	 ・平山　岳志　・鈴木　信彦　・相内　悦郎

◎青森県消防協会長表彰

　★優良消防団	 ・今別町消防団

　★功　労　章	 ・平山　岳志　・鈴木　信彦　・相内　悦郎

　★勤　功　章	 ・菊山　憲雄

　★勤　続　章（25年）	・嶋中　　大　・木村　一生　・小鹿　智秋

　　　　　　　（20年）	・平山　寛哉　・高橋　正光　・小鹿　明久　・相内　　渉

	 ・小鹿　浩嗣　・上野　博樹　・川口　通彦　・最上　文人

　　　　　　　（15年）	・小田桐大樹

　　　　　　　（10年）	・阿部　秀嗣　・相内　光彦　・藤巻　　勝

◎青森県東青地区消防協会長表彰

	 ・阿部　　聖　・奥崎　　匠　・阿部　　孝　・平野内良平

	 ・笹谷　　茂　・田中　真一　・相内　政宏　・杣谷　康仁

	 ・太田　俊之

◎今別町長表彰	 ・本郷　康二　・相内　　勝

◎今別町消防団長表彰	・梅田　剛広　・大馬　義明　・坂本　柊太　・岡野　　昇

	 ・川浪　広貴　・太田　竜平　・本間　闘士　・田中　哲也

	 ・相内　　譲　・北山　進也　・吉田　和也　・木村　吉孝

◎退職消防団員感謝状贈呈

	 ・中島　　了　・田中　祥一　・柳谷伸之助　・相内　弘之

	 ・本郷　憲夫　・綿谷　広巳　・藤巻　　均　・木村正伊朗

	 ・最上　勇人　・山田　　基　・最上　文人

今 別 町 消 防 団 定 期 観 閲 式

▲

士
気
を
高
め
る
相
内
武
光
団
長

▲

本
部
分
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法 ▲機敏な動きで機械器具点検
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５
月
31
日
、
今
別
小
学
校
５
年
生

は
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、
嶋
中

一
仁
さ
ん
（
大
川
平
）
の
指
導
の
も

と
、
嶋
中
さ
ん
所
有
の
田
ん
ぼ
で
田

植
え
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入

り
、
泥
の
感
触
を
確
か
め
な
が
ら
一

本
ず
つ
丁
寧
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。

ま
た
、
交
代
で
田
植
機
に
も
乗
せ
て

も
ら
い
、「
早
い
」「
お
も
し
ろ
い
」

な
ど
と
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

青
森
県
と
竜
飛
今
別
漁
協
が
事
業

を
展
開
し
、
浜
名
沖
で
試
験
養
殖
し

て
い
る
サ
ー
モ
ン
の
水
揚
げ
作
業
が

６
月
８
日
早
朝
、
今
別
漁
港
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
浜
名
沖
で
は
約
１
万
５

千
匹
を
養
殖
し
て
お
り
、
こ
の
日
は

３
キ
ロ
グ
ラ
ム
前
後
に
成
長
し
た
成

魚
を
約
１
，
５
０
０
匹
水
揚
げ
し
ま

し
た
。
水
揚
げ
さ
れ
た
サ
ー
モ
ン
は

青
森
市
内
の
市
場
や
東
京
都
内
の
鮮

魚
店
へ
出
荷
さ
れ
、
作
業
は
７
月
上

旬
ま
で
続
く
予
定
で
す
。

　

６
月
１
日
～
４
日
の
日
程
で
第
71
回
青
森
県
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
行
わ
れ
、
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
競
技
に
出
場
し
た
青
北
今
別
選
手
が
東
北
大
会

出
場
を
決
め
る
な
ど
優
秀
な
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

６
月
９
日
、
青
森
県
労
働
福
祉
会
館
に
お
い
て
、

｢

今
別
西
田
ヶ
丘
同
窓
会
青
森
県
内
若
年
同
窓
生

激
励
会｣

を
行
い
ま
し
た
。
校
歌
に
の
せ
て
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
今
高
祭
の
様
子
を
見
な

が
ら
恩
師
や
同
窓
生
同
士
で
語
り
合
い
ま
し
た
。

青
北
今
別
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

優
秀
な
成
績
を
納
め
る

今
別
西
田
ヶ
丘
同
窓
会

青
森
県
内
若
年
同
窓
生
激
励
会

泥
に
ま
み
れ
て

田

植

え

体

験

『
津
軽
半
島
今
別
サ
ー
モ
ン
』
水
揚
げ
さ
れ
る

三厩店 津軽海峡

三厩体育館

外ケ浜町役場
三厩支所

東津軽郡外ケ浜町字
三厩新町83-21

ファミリーマート
外ケ浜三厩店

至  今別

至  

龍
飛

▲

水
揚
げ
作
業
す
る
日
本
サ
ー
モ
ン

　
フ
ァ
ー
ム
の
関
係
者
ら

▲

田
植
え
機
に
乗
せ
て
も
ら
う
児
童

▲激励会に出席したみなさん▲果敢に攻める青北今別の相内選手（左）

○
団
体
戦
　
男
子
学
校
対
抗　

　

★
準
優
勝　
　
　
　
　

 

東
北
大
会
出
場　

○
男
子
個
人
エ
ペ  



　

★
優
勝　

相
内
大
地　

 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場　

東
北
大
会
出
場

　

★
４
位　

福
原
大
雅　
　

〇
男
子
個
人
フ
ル
ー
レ

　

★
３
位　

相
内
大
地　

 

東
北
大
会
出
場

　

★
５
位　

福
原
大
雅

○
男
子
個
人
サ
ー
ブ
ル  



　

★
５
位　

田
中　

純

○
女
子
個
人
エ
ペ  



　

★
２
位　

相
内　

南　

 

東
北
大
会
出
場

○
女
子
個
人
サ
ー
ブ
ル      







　

★
３
位　

加
藤　

舞　

 

東
北
大
会
出
場

東北大会：６月23日～25日（福島県）
インターハイ：８月２日～４日（愛知県）



62018年７月号

　

平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
、
30
歳
未
満
の
方
を
対
象
と
し
た
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
の
対
象
年
齢
が
拡
大
さ
れ
、
50
歳
未
満
の
方

を
対
象
と
し
た
納
付
猶
予
制
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
28
年
６
月
以
前
の
期
間
は
、
引
き
続
き
30
歳
未

満
で
あ
っ
た
期
間
が
納
付
猶
予
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
納
付

猶
予
制
度
の
他
に
も
、
免
除
制
度
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年

金
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に

納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
、
面
談
に
よ
り

早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て

督
促
を
行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い
場
合
は
、

延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
義
務
の
あ
る
方
の
財
産

を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
納
付
義
務
者
と
は
被
保
険
者
本
人
、
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務

を
負
う
配
偶
者
及
び
世
帯
主
で
す
。

　

国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

今
別
町
役
場
　
町
民
福
祉
課
　
国
民
年
金
係

　

電
話
：
０
１
７
４-

３
５-

３
０
０
３

　

日
本
年
金
機
構
　
青
森
年
金
事
務
所
　
お
客
様
相
談
室

　

電
話
：
０
１
７-

７
３
４-

７
４
９
８

国
民
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
～
納
付
猶
予
制
度
の
30
歳
未
満
か
ら

　
　
　
　
50
歳
未
満
へ
の
拡
大
に
つ
い
て
～

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」について

　住民税非課税世帯の方に交付されている「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」は、平成30年７月

31日が有効期限となっています。

　平成29年中の所得状況等により、平成30年度も引き続き非課税世帯と認定された方には、新しい認定証（有効期限

は平成31年７月31日まで）が郵送されますので、更新手続きの必要はありません。

　新たに平成30年度の住民税が非課税となった世帯の方は、認定証の交付申請手続が必要となります。後期高齢者医

療被保険者証と印鑑を持参の上、市町村担当課窓口で手続きしてください。

平成30年度の青森県後期高齢者医療保険料について

均 等 割 額
［被保険者全員が納める額］

＋
所 得 割 額

［所得に応じて納める額］
＝

保　険　料　額
(限度額62万円)※２

40,514円 基礎控除後の所得（※１）×7.41％

※均等割額、所得割率はこれまでと変わりません。

※１　基礎控除後の所得とは、前年の総所得金額等から基礎控除額（33万円）を差し引いた額です。

※２　平成29年度は、57万円

保険料の軽減措置について

■ 所得が低い方の軽減

・同一世帯内の被保険者及びその世帯の世帯主の所得を合わせた合計所得に応じて、次のとおり均等割額を軽減します。

世　帯　の　所　得　額　の　合　計 軽　減　割　合

33万円以下かつ被保険者全員が所得０円の場合

（ただし公的年金控除額は80万円として計算）
９　　割

33万円以下 ８．５割

33万円＋（27万５千円×被保険者の数）以下　※１ ５　　割

33万円＋（50万円×被保険者の数）以下　※２ ２　　割

※１　平成29年度は、33万円＋（27万円×被保険者の数）以下

※２　平成29年度は、33万円＋（49万円×被保険者の数）以下

・被保険者の基礎控除後の所得が58万円以下の方の所得割額２割軽減は廃止となります。

■ 被用者保険の被扶養者であった方の軽減

・均等割額が７割軽減から５割軽減に変更になります。所得割額の負担はありません。

※被用者保険とは、全国健康保険協会管掌健康保険、船員保険、健康保険組合、共済組合などです。

※元被扶養者であっても、世帯の所得が低い方は、均等割の軽減（９割、8.5割軽減）が受けられます。

　その他ご不明な点は、青森県後期高齢者医療広域連合までお問い合わせください。

【お問合せ先】青森県後期高齢者医療広域連合　電話：０１７−７２１−３８２１
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平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
登
録
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
国

の
継
続
検
査
窓
口
で
の
自
動
車
税
の
納
税
証
明
書
の
提
示
を
省

略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
県
庁
Ｈ
Ｐ
【h

ttp
:/

/
w

w
w

.p
ref.ao

m
o
ri.lg.jp

/

life/
tax/

jid
o
sya_d

en
sh

ika.h
tm

l

】
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

△！
ご
注
意
く
だ
さ
い

△！

～
以
下
に
該
当
す
る
方
は
、
納
税
証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す
～

・
軽
自
動
車
、
小
型
二
輪
自
動
車
の
継
続
検
査
を
受
検
さ
れ
る
方

・
自
動
車
税
を
納
付
後
、
す
ぐ
に
継
続
検
査
を
受
検
さ
れ
る
方

【
お
問
合
せ
先
】

　

東
青
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理
課

　

青
森
市
新
町
二
丁
目
４-

30　

県
庁
舎
北
棟
１
階

　

電
話
：
０
１
７-

７
３
４-

９
９
７
０

　
　
　
　

０
１
７-

７
３
４-

９
９
７
１

　

東
青
地
域
県
民
局
環
境
管
理
部
は
７
月
９
日
（
月
）
に
左
記

に
移
転
し
ま
す
。
電
話
番
号
も
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
御
注

意
く
だ
さ
い
。

【
住
　
所
】

　

〒
０
３
０-

８
５
７
０

　

青
森
市
長
島
１
丁
目
１-

１　

青
森
県
庁
東
棟
４
階

【
連
絡
先
】

　
電　

話
：
０
１
７-

７
３
４-

９
１
８
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
１
７-

７
３
４-

８
０
２
３

※
訪
問
診
療
の
際
は
、
午
後
の
診
察
時
間
が
15
時
頃
に
な
り
ま
す
。

※
予
定
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
薬
を
飲
み
終

え
る
前
に
余
裕
を
持
っ
て
お
い
で
下
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

今
別
診
療
所　

電
話
：
０
１
７
４-

３
５-

２
６
８
０

１
　
貸
与
対
象
者

　

ア
：
今
別
町
に
居
住
す
る
者
の
子
ど
も
で
あ
る
こ
と
。

　

イ
：
高
校
、
大
学
、
短
大
、
高
専
、
各
種
専
門
学
校
に
在
学
中
の
方
。

（
た
だ
し
、
通
信
教
育
、
大
学
院
、
放
送
大
学
、
自
治
医
科
大
、

防
衛
大
、
海
上
保
安
大
は
除
く
）

※
世
帯
の
収
入
に
よ
っ
て
は
貸
与
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
教
育
委
員
会
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

２
　
貸
与
額
及
び
貸
与
期
間

　

ア
：
奨
学
金
の
貸
与
額
（
月
額
）
は
、
高
校
１
５
，
０
０
０
円
、
大

学
等
３
０
，
０
０
０
円
で
す
。

　

イ
：
貸
与
期
間
は
、
在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
就
学
期
間
で
す
。

３
　
申
請
手
続
き

　

申
請
書
は
今
別
町
教
育
委
員
会
に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。　

【
お
問
合
せ
先
】

　

今
別
町
教
育
委
員
会　

電
話
：
０
１
７
４-

３
５-

２
１
５
７

　

７
月
13
日
（
金
曜
日
）
に
、
今
別
町
の
公
民

館
に
お
い
て
、
第
１
回
「
オ
ユ
ン
＆
く
ど
う
ド

ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」
を
実
施
し
ま
す
。

第
１
回
は
モ
ン
ゴ
ル
の
有
名
な
絵
本
の
ひ
と
つ

「
白
い
め
す
馬
」
を
朗
読
し
ま
す
。
愛
が
溢
れ

る
一
冊
で
あ
る
た
め
、
心
温
ま
る
一
時
を
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
せ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
お
い
し
い
ケ
ー
キ
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

青
森
県
で
は
、
国
の
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
、

「
青
森
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
」
を
改
定
し
、
新
た
な
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

《
青
森
県
の
新
た
な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
》

２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１
３
年
度
比
31
％
削
減

　

こ
の
目
標
達
成
の
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
強
化
に
向

け
た
新
た
な
展
開
と
し
て
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
あ
お
も

り
」
を
宣
言
し
、
省
エ
ネ
や
ゴ
ミ
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
環
境

配
慮
行
動
の
実
践
・
普
及
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
別
町
に
お
い
て
も
、「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
あ
お
も
り
」
の

推
進
に
向
け
、
省
エ
ネ
、
※
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
具
体
的
な
取
組
と
し
て
》

●
マ
イ
バ
ッ
ク
の
活
用
や
詰
め
替
え
商
品
の
購
入
な
ど
、
環
境
に

優
し
い
買
い
物
に
協
力
し
よ
う
。

●
紙
ゴ
ミ
の
分
別
を
増
や
し
、
雑
紙
（
ざ
つ
が
み
）（
そ
の
他

紙
）
の
資
源
回
収
に
協
力
し
よ
う
。

●
生
ゴ
ミ
の
水
切
り
を
徹
底
し
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
を
心
が
け
よ
う
。

●
衣
類
の
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
し
よ
う
。

●
省
エ
ネ
に
心
が
け
よ
う
。

●
集
団
回
収
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭
回
収
等
を
上
手
に
利
用
し

よ
う
。

　

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
合
言
葉
に
町
民
の
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に

取
組
、
全
国
下
位
レ
ベ
ル
か
ら
の
早
期
脱
却
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

※
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

　
　

廃
棄
物
の
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　
　

再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）

　
　

再
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

�

【
今
別
町
役
場
　
町
民
福
祉
課
】

今
別
診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
付
確
認
の
電
子
化
に
つ
い
て

東
青
地
域
県
民
局
環
境
管
理
部
移
転
の
お
知
ら
せ

今
別
町
奨
学
金
貸
与
の
お
知
ら
せ

オ
ユ
ン
＆
く
ど
う
の
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
開
催

「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
　
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」

（
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
・
賢
い
選
択
）

の
推
進
に
つ
い
て

○
７
月
の
お
知
ら
せ　

　
　

７
月
５
日
（
木
）
午
後
訪
問
診
療

　
　

７
月
19
日
（
木
）
午
後
訪
問
診
療

もったいない・あおもり
県民運動キャラクター「エッコー」

もったいない・あおもり
県民運動キャラクター
「エッコー」

今別町公民館

平成30年７月13日(金）

18：00  受付

18：30  開演

19：00  ケーキタイム
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ラブ・いまべつ会東京交流会のお知らせ

青
森
県
立
青
森
北
高
等
学
校 

今
別
校
舎
に
関
す
る
お
知
ら
せ

～
学
校
閉
庁
日
の
お
知
ら
せ
～

　

青
森
北
高
校
今
別
校
舎
で
は
８
月
13
日

（
月
）・
８
月
14
日
（
火
）
の
二
日
間
を
学
校

閉
庁
日
と
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

学
校
閉
庁
日
は
「
学
校
が
業
務
を
行
わ
な
い

日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
校
舎
に
用
事

の
あ
る
方
は
学
校
閉
庁
日
以
外
の
日
に
お
願

い
し
ま
す
。

～
体
験
入
学
の
ご
案
内
～

　

青
森
北
高
校
今
別
校
舎
で
は
７
月
31
日

（
火
）
に
体
験
入
学
を
実
施
し
ま
す
。
当
日

は
学
校
紹
介
を
始
め
、
理
科
と
情
報
の
授
業

体
験
、
部
活
動
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
・
茶
華

道
部
）
や
学
校
施
設
の
見
学
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
本
校
舎
に
興
味
の
あ
る
中
学
校

３
年
生
及
び
保
護
者
の
方
は
是
非
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
日
は
学
校
の
一
般

公
開
（
９
：
50
～
12
：
00
）
も
兼
ね
て
実
施

し
ま
す
の
で
、
地
域
の
方
の
参
加
も
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

青
森
北
高
等
学
校
今
別
校
舎

　

電
話
：
０
１
７
４-

３
５-

２
０
２
４

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
に
よ
る
社

会
の
急
速
な
変
化
や
、
今
後
見
込
ま
れ
る
大
幅
な
中
学

校
卒
業
者
数
の
減
少
等
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
30
年

度
か
ら
34
年
度
ま
で
の
具
体
的
な
学
校
規
模
・
配
置
等

を
示
す
青
森
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
計
画
第
１

期
実
施
計
画
を
平
成
29
年
７
月
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

青
森
北
高
校
今
別
校
舎
に
つ
い
て
は
、
学
校
規
模
の

標
準
（
１
学
年
当
た
り
４
学
級
以
上
）
を
満
た
し
て
い

な
い
も
の
の
、
募
集
停
止
等
を
行
っ
た
場
合
、
通
学
が

困
難
な
地
域
が
新
た
に
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
校
と

し
て
配
置
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
入
学
者
数
が
極
め
て
少
な
い
場
合
等
に
は
、

高
校
教
育
と
し
て
求
め
ら
れ
る
質
の
確
保
に
支
障
が
生

じ
る
懸
念
が
あ
る
た
め
、
以
下
の
基
準
に
基
づ
き
、
募

集
停
止
等
に
向
け
て
、
今
別
町
等
と
協
議
し
ま
す
。

募
集
人
員
に
対
す
る
入
学
者
数
の
割
合
が
２
年
間

継
続
し
て
２
分
の
１
未
満
（
20
人
未
満
）
と
な
っ

た
場
合

　

な
お
、
今
年
度
の
青
森
北
高
校
今
別
校
舎
の
入
学
者

は
【
６
名
】
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
県
立
高
校
教
育
改
革
に
関
す
る
情
報
提

供
を
行
い
な
が
ら
、
第
１
期
実
施
計
画
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

青
森
県
教
育
庁
高
等
学
校
　
教
育
改
革
推
進
室

　

〒
０
３
０-

８
５
４
０

　

青
森
市
新
町
２-

３-

１

　

電
話
：
０
１
７-

７
３
４-

９
８
６
６

　ラブ・いまべつ会東京交流会が11月11日（日）に開催されます。今回は、今別町の近況報告と今別町産農水産物の販

売を兼ねて開催することとなりました。会員の皆様方のふるさと『今別町』について語り合いましょう。多数のご参加

をお待ちしております。

ラブ・いまべつ会では新規会員を随時募集しております。

ご家族やお知り合いの方で、入会希望の方がいらっしゃいましたらご連絡ください。

（年会費：2,000円）※毎月１回『広報いまべつ』、年１回『町の特産品』を送付しています。

【お問合せ先】ラブ・いまべつ会事務局（今別町役場　企画財政課）　

　　　　　　　電　話：０１７４－３５－３０１２　　ＦＡＸ：０１７４－３５－２２９８

１．日　　時：平成30年11月11日（日）　　
２．集合時間：午前11時（厳守）
３．集合場所：①地下鉄銀座線・丸の内線「赤坂見附駅」10番出口改札前
　　　　　　　②地下鉄千代田線「赤坂駅」２番出口階段下
　　　　　　　※各集合場所には世話人会の方が旗を持って待機しています。

４．会　　場：惣菜居酒屋「簸川」溜池山王店
　　　　　　　住　所：東京都港区赤坂1－1－16　細川ビル地下１階
　　　　　　　電　話：03－3505－8401
５．会　　費：一人　4,000円
６．行　　程：11時15分　　　　日枝神社参拝・見学
　　　　　　　11時45分　　　　日枝神社出発
　　　　　　　11時50分　　　　惣菜居酒屋「簸川」着　※順次受付
　　　　　　　12時～12時30分　物産販売（１回目）
　　　　　　　12時30分～15時　交流会・懇親会
　　　　　　　15時～15時15分　物産販売（２回目）
７．募集人員：40名程度

（ラブ・いまべつ会員とその家族、会へ未加入の友人・知合い大歓迎です）

ラ
ブ
・
い
ま
べ
つ

新
規
会
員
募
集
中

【赤坂駅】
２番出口

日枝神社

【赤坂見附駅】
10番出口
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森林鉄道運材中に負傷し青森市の整骨院へ入院

結婚により澤田日記の内容に変化現る

補
充
隊
に
残
り
満
州
へ
渡
ら
ず
に
3
ヶ
月
で
除
隊
に

〈
５
〉
歩
兵
第
52
連
隊
補
充
隊
時
代

　

澤
田
の
２
度
目
の
召
集
は
1
９
４
１
（
昭
和

16
）
年
８
月
で
、
こ
の
間
１
９
４
０
（
昭
和
15
）

年
に
今
別
町
今
別
の
佐
藤
き
さ
と
結
婚
し
て
い

る
。
き
さ
と
の
結
婚
に
よ
り
澤
田
日
記
の
内
容

は
変
化
し
、
き
さ
に
関
す
る
記
述
が
し
ば
し
ば

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
応

お
う
し
ょ
う

召
日
誌
」
の
き

さ
に
関
す
る
記
述
は
そ
の
延
長
上
に
あ
る
。

　

１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
７
月
17
日
、
臨
時

編
成
甲
が
下
令
さ
れ
、
澤
田
に
２
度
目
の
召
集

令
状
が
届
い
た
。

　

澤
田
は
６
月
23
日
、
三
厩
村
増
川
理り

右う

衛え

門も
ん

沢
で
森
林
鉄
道
に
よ
る
運
材
中
に
右
足
を
負
傷

し
、
翌
日
青
森
市
の
川
島
整
骨
院
に
入
院
し
た
。

青
森
市
で
治
療
を
続
け
て
い
た
が
、
７
月
26
日

に
自
宅
に
召
集
令
状
が
届
い
た
こ
と
を
翌
27
日

に
父
か
ら
の
速
達
で
知
り
、
そ
の
日
の
う
ち
に

今
別
の
自
宅
に
戻
っ
た
。

　

８
月
３
日
、
臨
時
召
集
の
た
め
中
津
軽
郡
清

水
村
（
弘
前
市
）
の
歩
兵
第
52
連
隊
（
秘
匿
名
北

部
16
部
隊
）
に
上
等
兵
と
し
て
応
召
し
、
歩
兵

第
52
連
隊
補
充
隊
第
１
機
関
銃
中
隊
に
編
入
さ

れ
た
。
足
の
負
傷
が
あ
っ
て
も
即
日
帰
郷
と
な

ら
な
か
っ
た
が
、「
応
召
日
誌
」
に
よ
る
と
訓

練
免
除
な
ど
の
便
宜
が
図
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

澤
田
が
応
召
し
た
歩
兵
第
52
連
隊
は
３
代
目

で
あ
る
。
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
、
満
州
永
久

駐
剳
部
隊
と
な
っ
た
第
８
師
団
の
留
守
師
団
が

弘
前
に
置
か
れ
た
。
そ
の
留
守
第
８
師
団
を
基
幹

と
し
て
編
成
さ
れ
た
常
設
師
団
・
第
57
師
団
（
奥

部
隊
、
弘
前
）
の
隷
下
部
隊
と
し
て
１
９
４
０

（
昭
和
15
）
年
８
月
１
日
の
編
成
下
令
に
よ
り
新

編
さ
れ
た
。
歩
兵
第
52
連
隊
の
兵
士
の
多
く
は
岩

手
県
出
身
者
で
、
同
県
の
郷
土
部
隊
と
い
わ
れ
た
。

　

２
度
目
の
応
召
で
、
階
級
も
上
等
兵
で
あ
り
、

初
年
兵
時
代
に
比
べ
余
裕
の
あ
る
兵
隊
生
活
を

送
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
家
族
・
故
郷
の
人
々

や
歩
兵
第
１
０
５
連
隊
時
代
の
戦
友
と
の
郵
便
の

往
復
、
面
会
な
ど
の
記
述
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

歩
兵
第
52
連
隊
は
第
57
師
団
隷
下
部
隊
と
し

て
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
、
関
特
演
（
関
東
軍
特

種
演
習
）
を
機
に
満
州
黒

こ
く
り
ゅ
う
こ
う

竜
江
沿
岸
に
移
駐
し

た
。
澤
田
は
補
充
隊
に
残
り
、
満
州
に
渡
る
こ
と

な
く
、
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
10
月
27
日
、
応

召
３
ヶ
月
足
ら
ず
で
除
隊
と
な
っ
た
。
澤
田
は
除

隊
と
復
員
に
関
し
て
、
当
日
の
日
記
に
何
も
記
し

て
い
な
い
状
態
で
「
応
召
日
誌
」
を
終
え
て
い
る
。 

　

10
月
31
日
か
ら
は
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
「
当
用

日
記
」
に
戻
り
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
再

び
日
常
生
活
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

〈
６
〉
歴
史
資
料
と
し
て
の
澤
田
一
男
日
記

　

戦
後
、
日
中
戦
争
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争

の
体
験
者
た
ち
に
よ
り
、
部
隊
史
の
刊
行
や
私

家
版
の
陣
中
日
記
、
体
験
談
の
出
版
が
な
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
出
征
か
ら
復

員
ま
で
の
戦
闘
記
録
や
戦
地
の
体
験
に
ペ
ー
ジ

が
割
か
れ
て
お
り
、
平
時
の
兵
営
生
活
に
つ
い

て
記
述
さ
れ
た
も
の
は
少
な
い
。
部
隊
史
に
掲

載
さ
れ
た
体
験
談
に
は
兵
営
生
活
を
懐
か
し
む

も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
寄
稿
さ
れ
た
短

文
の
「
想
い
出
」
で
あ
る
。

　

澤
田
日
記
は
、
１
人
の
補
充
兵
が
新
兵
と
し

て
訓
練
を
受
け
１
人
前
の
「
兵
隊
」
と
な
る
ま

で
と
、
戦
場
体
験
を
経
た
後
、
再
度
の
召
集
を

受
け
て
古
兵
と
し
て
送
っ
た
兵
営
生
活
の
日
常

を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
兵

営
生
活
は
、
起
床
ラ
ッ
パ
に
は
じ
ま
り
就
寝

ラ
ッ
パ
に
終
わ
る
厳
格
な
時
間
に
管
理
さ
れ
た

内
務
班
生
活
と
い
う
通
念
と
は
異
な
る
も
の
で

あ
る
。
日
本
軍
隊
の
宿し

ゅ
く
あ痾

と
も
い
わ
れ
る
「
私

的
制
裁
」
に
関
す
る
記
述
は
抑
制
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
兵
士
の
日
常
生
活

を
知
る
格
好
の
資
料
で
あ
る
。�

（
つ
づ
く
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
今
月
号
で
荒
井
悦
郎
青
森
県
史
編
さ
ん
専
門
委
員
の

解
説
文
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

来
月
号
か
ら
は
澤
田
一
男
日
記
の
本
文
が
始
ま
り
ま
す
。
）

（
「
青
森
県
史　

資
料
編　

近
現
代
８　

日
記
」

よ
り
転
載
・
青
森
県
県
民
生
活
文
化
課
県
史
編

さ
ん
グ
ル
ー
プ
提
供
）

　今回も、荒井悦郎青森県史編さん専

門委員の解説文を掲載していきます。

（敬称略）

No. 9

結婚当時の澤田一男さん（左）と

妻のきささん（右）

（写真提供：澤田ひろ子氏）

会員を募集しています

　今別町をはじめ外ヶ浜町

三厩地区・平舘地区・蟹田

地区、蓬田村の地域歴史を

後世へ語り継ぐのが私たち

の「いまべつを語り継ぐ会」

で機関紙の『上磯の文化』

を毎年刊行し、上磯地域を

元気にするのが私たちの希

望です。 

　趣旨に賛同できる方を募

集しています。

【連絡先】

　☎090-5237-7999（熊谷）

　まで連絡して下さい。

　お待ちしています。
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町の元気な子ども達
「今別小学校６年生」①氏名　②出身地区　③将来の夢

①上
かみやま

山　郁
いく

翔
と

②大川平

③メジャー

　　リーガー

今別町ふれあい福祉センター７月の相談日のご案内

海峡の家ほろづきボイラー改修工事終了のお知らせ　

平成30年度外ヶ浜地区交通・地域安全総決起大会のお知らせ

ふれあい文庫から６月入荷図書を紹介

お誕生おめでとうございます

中島　綺星　ちゃん（悠希）村元

お悔やみ申し上げます

澤里　キヨ　さん（95）西田
木村　清次　さん（91）村元
木津　一男　さん（66）今別

今別町の姿
（平成30年５月31日現在）

面　積　  125.27㎢

人　口　2,707人（−４）

　男　　1,289人（±０）

　女　　1,418人（−４）

世帯数　1,442　（−２）

（　）内は前月比

戸籍の窓口 （５月１日から５月31日までの届出分）
※ご家族から了承を得た方になります。

一般相談　日常のあらゆる心配ごと悩みごと・・・など

相談種別 相　談　日 相 談 時 間 相　談　員

電 話 相 談
毎週月曜日
　〜金曜日

10：00
 〜17：00

社 協 職 員

※土、日及び祝祭日は対応できませんのでよろしくお願いします。

専門相談　専門相談員による相談

相談種別 相談内容 相談日 相談時間 相談員

法 律
相 談

借金、離婚、財
産相続、土地登
記に関する相談

７月10日（火）
13：30
〜16：30

弁 護 士

※相談を予定している方は、事前に予約をお願いします。
　当日の来所は電話でお知らせ願います。
※会場は開発センターで行います。

【お問合せ先】社会福祉法人　今別町社会福祉協議会
電話：0174-35−3081

　ボイラー改修工事が終了しましたので、７月より温泉を
ご利用いただけます。

入　浴　の　日

•温泉の日は毎月水・土曜日です。
　（７月は４日、７日、11日、14日、18日、21日、25日、28日です。）

•入浴料は幼児無料、小中学生150円、高校生以上300円です。

•入浴時間は正午から午後５時までです。

老人の日（無料）

•毎月第３木曜日（祝日の場合は前日）は老人の日です。

•対象年齢は65歳以上です。
　（年齢確認できるものの提示をお願いします）

•入浴時間は午前10時から午後２時までです。
【お問合せ先】海峡の家ほろづき� 電話：0174-36-2166

　　　　　今別町役場産業観光課　電話：0174-35-3005

　下記の日程で平成30年度外ヶ浜地区交通・地域安全総決起
大会が開催されますので、多数のご来場をお待ちしております。

１．開催日時　　平成30年７月27日（金）
２．開催場所　　外ヶ浜町蟹田中央公民館
３．時　　間　　13時30分から
４．内　　容　　式典・アトラクション・展示コーナー等

★「孤狼の血」（柚月裕子）
　日本推理作家協会賞受賞作　魂ふるわす圧巻の警察小説
★「dele～ディーリー～」（本田孝好）
　生と死、記憶と記録をめぐる心震わすミステリー
　〈dele（ディーリー）＝削除〉
★「新装版ブラックペアン1988」（海堂尊）
　大ベストセラー『チーム・バチスタの栄光』に繋がる
　ミステリー  一巻本として新装刊行
★「キラキラ共和国」（小川系）
　『ツバキ文具店』の続編

【お問合せ先】ふれあい文庫　電話：0174-31-5140

町の行事予定（７月１日〜８月10日）
※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

７　月

２日（月）
今別町集団健診（浜名公民館）� 【町民福祉課】
固定資産税第２期納期限� 【税務会計課】
町・県民税第１期納期限� 【税務会計課】

６日（金） 第２回キクの会（開発センター）� 【社会福祉協議会】
７日（土） いまべつ総合体育館落成記念式典�【教育委員会】
11日（水） 乳幼児健診（開発センター）� 【町民福祉課】

20日（金） 今別小・中学校一学期終業式夏の交通安全運動　～30日まで� 【総務課】
22日（日） 第１回軽トラ市（道の駅駐車場）�【産業観光課】
28日（土） 青森県民体育大会　～29日まで
31日（火） 国民健康保険税第１期納期限� 【税務会計課】

８　月

４日（土）
荒馬まつり　～７日
（町内・さざなみ公園）� 【観光協会】
※４日が合同運行となります。3日、5日、6日、7日は
　各団体の自由運行です。

８日（水） 今別町集団健診（開発センター）�【町民福祉課】
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